
　

清
色
地
区
に
は
、
歴
史
的
な
遺
跡
で
あ
る
領
主
の
お

石せ
っ
と塔
な
ど
の
本
市
指
定
文
化
財
が
10
カ
所
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
文も
ん
じ
ょ書
・
武
具
な
ど
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
入

来
郷
土
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大お
お
み
や宮
神
社
で
古
く
か
ら
伝
わ
る
神か
ん
ま
い舞
は
、
大
み
そ
か

に
夜
を
徹
し
て
踊
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
歌
わ
れ
る

歌
詞
の
中
に
、
国
歌「
君
が
代
」の
文
言
が
入
っ
て
お
り
、

「
君
が
代
発
祥
の
地
」と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

麓
地
区
に
伝
わ
る
県
指
定
伝
統
的
重
要
無
形
文
化
財

の
疱ほ
う
そ
う瘡
踊
り
は
、
祝
い
事
や
行
事
な
ど
で
踊
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
区
内
に
は
虚
無
僧
踊
り
・
金か
ね

山や
ま

踊
り
・
太
鼓

踊
り
な
ど
多
く
の
郷
土
芸
能
が
あ
り
ま
す
が
、
踊
り
手

の
不
足
な
ど
か
ら
現
在
は
踊
ら
れ
て
お
ら
ず
、
地
区
を

上
げ
て
の
復
活
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、
小
・
中
学
生
を

対
象
に
清
色
川
で
の
釣
り
大
会
を
開
催
し
、
毎
回
50
人

以
上
が
参
加
し
て
ま
す
。

ほ
か
の
地
区
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
来
年
か
ら
は
対

象
地
区
を
広
げ
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
文
化
祭
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な

ど
各
種
触
れ
合
い
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
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歴
史
と
文
化
の
香
り
漂
う
ま
ち
、
そ
し

て
、
豊
か
な
自
然
・
景
観
に
恵
ま
れ
た

ま
ち
清
色
へ
、
い
っ
ど
お
じ
ゃ
っ
た
も

ん
せ（
一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
）。

国の史跡として指定され
た六つの山城と清色城跡。
春には桜がきれいです。

国の選定を受けた、入来
麓伝統的建造物群保存地
区の玉石垣。見事です。

　

清き
よ
し
き色
地
区
は
８
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
清
色
城
の

跡
地
を
中
心
に
、南
北
に
流
れ
る
樋
脇
川（
通
称:

清

色
川
）・
南
北
に
縦
貫
す
る
国
道
３
２
８
号
を
囲
む

よ
う
に
広
が
り
、
22
自
治
会
・
７
５
４
世
帯
・
人
口

１
７
７
０
人
で
構
成
さ
れ
、
歴
史
的
な
遺
跡
・
遺
構

が
多
く
見
ら
れ
る
地
区
で
す
。

　

清
色
地
区
に
は
平
成
15
年
に
国
の
選
定
を
受
け
た

入い
り

来き

麓
ふ
も
と

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
以
下「
伝
建
地

区
」）が
あ
り
ま
す
。
特
徴
は
中
ち
ゅ
う
せ
い世
山や
ま
じ
ろ城
で
あ
る
清
色

城
を
背
景
と
し
て
、
そ
の
山
す
そ
に
近
世
の
地じ

頭と
う

館

（
お
仮か
り

屋や

）を
置
き
、
清
色
川
と
の
間
の
平
地
を
武
士

の
中
心
的
居
住
地
と
し
て
お
り
、
武
家
屋
敷
を
囲
む

玉
石
垣
の
整
然
と
し
た
配
列
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
清

色
城
の
背
景
を
囲
む
山
に
は
六
つ
の
山や
ま
じ
ろ城
が
あ
り
、

平
成
16
年
に
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
、
今
後
は

伝
建
地
区
と
、
山
城
を
ど
の
よ
う
に
連
携
し
生
か
し

て
い
く
か
が
地
区
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

清
色
城
跡
地
に
建
つ
入
来
小
学
校
は
、
鹿
児
島
の

第
三
郷
校
と
し
て
明
治
２
年
に
開
校
し
て
か
ら
、
本

年
で
１
３
８
年
の
歴
史
を
持
つ
学
校
で
あ
り
、
平
成

15
年
３
月
に
新
校
舎
・
幼
稚
園
舎
・
屋
内
運
動
場
が

完
成
し
ま
し
た
が
、
城し
ろ
あ
と跡
と
伝
建
地
区
に
合
っ
た
学

校
を
建
て
よ
う
と
、
設
計
を
公
募
し
建
設
さ
れ
た
学

校
で
す
。

　

地
区
内
に
は
、
豊
富
な
温
泉
を
利
用
し
た
、
民
間

の
公
衆
浴
場
や
温
泉
付
住
宅
団
地
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
福
祉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
区
内
に
移
設
さ
れ
た
、
国
立
の
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
で
は
、
常
時
１
０
０
人
の
生
徒
が
訓

練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

国
道
３
２
８
号
と
県
道
42
号
線
が
交
差
す
る
日
の

丸
交
差
点
付
近
に
は
、
最
近
、
食
堂
・
物
産
販
売
所

が
相
次
ぎ
開
店
し
、
利
便
の
良
さ
か
ら
こ
れ
か
ら
も

各
種
の
出
店
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、「
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
、
子
ど
も
の
登
下
校
時

を
重
点
に
、
青
色
回
転
灯
装
着
車
に
よ
る
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
や
河
川
環
境
対
策
と
し
て
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
利
用

し
た
水
質
改
善
活
動
、
ま
た
、
地
区
の
宝
で
あ
る
郷

土
芸
能
の
復
活
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
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